
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
審
議
を
求
め
る
意
見
書

分

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め
る
意
見
書

第１回定例会

主な内容 ２・３面…代表質問 ３・４面…一般質問 ５～７面…予算特集 ８面…可決された議案ほか

No.244 令和２年（２０２０年） ４月２５日発行 葛飾区議会 〒１２４‐８５５５ 葛飾区立石５‐１３‐１ �３６９５‐１１１１ FAX５６９８‐１５４３

令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
審
議

を
求
め
る
意
見
書
な
ど
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
区
長
の

所
信
表
明
を
受
け
、
４
会
派
か
ら

の
代
表
質
問
と
、
８
名
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
葛
飾
区
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
区

長
提
出
議
案
な
ど
２４
件
と
、
選
択

的
夫
婦
別
姓
制
度
の
審
議
を
求
め

る
意
見
書
な
ど
、
議
員
提
出
議
案

３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツクライミングセンターと桜（東金町運動場）

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

２
０
１
８
年
２
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
世
論
調
査
で
は
、
夫
婦
同
姓
も
夫
婦
別
姓
も
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
に
賛
成
・
容
認
と
答
え
た
国
民
は
６６
・
９
％
と
な
り
、
反
対
の
２９
・
３
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
特
に
多
く
の
人
が
初

婚
を
迎
え
る
３０
歳
か
ら
３９
歳
に
お
け
る
賛
成
・
容
認
の
割
合
は
８４
・
４
％
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、
同
年
３
月
２０
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
夫
婦
同
姓
を
義
務
づ
け
て
い
る
国
は
、
世
界
で
日
本
だ
け
で

あ
る
こ
と
を
法
務
省
が
答
弁
し
た
。
男
女
同
権
の
理
念
に
則
り
、
２
０
０
３
年
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て
改
善
勧
告
を
続
け

て
き
た
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、
２
０
１
６
年
３
月
の
第
７
回
及
び
第
８
回
報
告
に
対
す
る
最
終
見
解
に
お
い
て
、

改
め
て
「
女
性
が
婚
姻
前
の
姓
を
保
持
で
き
る
よ
う
夫
婦
の
氏
の
選
択
に
関
す
る
法
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い

る
。１

９
９
６
年
２
月
２６
日
に
法
制
審
議
会
が
民
法
改
正
を
答
申
し
て
か
ら
２４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
未
だ
選
択

的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導
入
す
る
法
改
正
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
最
高
裁
判
所
は
２
０
１
５
年
１２
月
１６
日
に
、
夫
婦
同

姓
規
定
を
合
憲
と
す
る
一
方
、「
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
不
合
理
」
に
つ
い
て
は
裁
判
で
見
出
す
こ
と
は
困

難
と
し
た
上
で
、「
国
会
で
論
ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
、
民
法
の
見
直
し
を
国
会
に
委
ね

た
。
し
か
し
、
４
年
以
上
に
わ
た
っ
て
議
論
が
進
ま
な
い
た
め
に
、
２
０
１
８
年
に
は
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
求
め
る
裁
判
が

４
件
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。

平
均
初
婚
年
齢
が
３０
歳
前
後
の
現
代
に
お
い
て
は
、
婚
姻
前
に
個
人
名
で
信
用
・
実
績
・
資
産
を
築
く
人
が
増
え
て
い
る
。

改
姓
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
キ
ャ
リ
ア
に
分
断
が
生
じ
る
例
や
、
旧
姓
の
使
用
で
不
利
益
・
混
乱
が
生
じ
る
例
も

あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
結
婚
を
諦
め
る
人
、
事
実
婚
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
人
が
一
定
数
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
て
も
、
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
議
論
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
可
能
と
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
議
論

を
推
進
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

政
府
に
対
し
、
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
は
、
個
々
人
や
そ
の
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
受
け
止
め
る
べ

き
大
変
重
要
な
課
題
と
捉
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

①
よ
り
身
近
な
場
所
で
の
相
談
支
援
を
行
う
た
め
、
自
立
相
談
支
援
機
関
の
窓
口
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
員
を
配
置
し
、
同

行
相
談
や
信
頼
関
係
の
構
築
と
い
っ
た
対
本
人
型
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
立
相
談
支
援
の
機

能
強
化
に
向
け
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
行
う
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
財
政
支
援
の
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
。

②
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
あ
る
者
に
適
し
た
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
区
市
町
村
に
よ
る
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
中
高
年
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
就
労
に
限
ら
な
い
多
様
な
社
会
参
加
の
場
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、
家
族
に
対
す
る
相
談
や
講
習
会
な
ど
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
。

③
「
８
０
５
０
問
題
」
な
ど
世
帯
の
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
断
ら

な
い
相
談
支
援
」
や
「
伴
走
型
支
援
」
な
ど
、
区
市
町
村
が
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
枠
を
超
え
て
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
が

出
来
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

政治家の寄附は、禁止されています。また、暑中見舞等時候の挨拶状
（答礼のための自筆のものを除く。）を出すことも禁止されています。
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物（お中元・お歳暮等）をすることは、公職選挙法により罰則をもって禁止されており、要求した人も罰せられます。
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